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1．認知症専門研修概要 
1)認知症専門研修開催の背景 

(1)認知症対策の必要性の気付き 

2013年7月に日本作業療法士協会－県士会合同研修会参加 
⇒国の施策・協会の方針、及び各都道府県の認知症支援の現状を知り、 

埼玉県作業療法士会の認知症対策の遅れが明らかとなる 

翌年2月に協会主催の認知症初期集中支援の研修参加 
⇒認知症初期集中支援のモデル事業としてすでに活躍しているOTの存在を知

り、作業療法士が担っていく必要性があると実感 

(2)認知症初期集中支援対策準備委員会発足(2014年3月) 

まず、認知症初期集中支援と認知症専門研修に関する情報収集を行う。 

2014年4月 前橋市認知症初期集中支援モデル事業(山口智晴先生) 
⇒認知症初期集中支援の仕組みの理解、及びOTが中核的に活躍できる可能
性が分かり、参画していくべきと判断 

2014年5月千葉県認知症専門研修 (橋爪先生) 
⇒千葉県における多職種研修で、その企画中心を作業療法士が担っている。
プログラム、及び講師のご紹介の支援もしていただいた。 
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(3)認知症初期集中支援対策準備委員の目標 

① 県、市区町村における認知症対策の現状把握 

② 認知症初期集中支援に参画できる人材育成とその発掘 

③ 作業療法の啓発とネットワークづくり 

④ 委員が地域支援実践に関わり、実践を伝えれるよう準備 

 埼玉県認知症疾患医療センターにおける作業療法士の活動の現状把握 

⇒作業療法士が関わっていない状況であった。 

⇒作業療法士が認知症支援の重要な職種であることの啓発の必要性 

 埼玉県、及び委員会メンバーの所属の市区町村の認知症対策の現状把握 

⇒認知症初期集中支援に関して、ほとんど動いていない。 

⇒認知症初期集中支援の情報提供をすることで、市区町村との連携がはじ
まり、ふじみ野市、蓮田市でチーム員研修へ委員の参加。 

⇒この時期、埼玉県では4市区町村しか参加していませんでしたので、先んじ
れるとも考えました。 



2) 認知症専門研修の目的・ねらい 

(1)認知症専門研修初級(2014年11月) 

 認知症初期集中支援に参画できる人材育成のための研修 

⇒千葉県のプログラムに認知症初期集中支援に関する内容加える。 

⇒研修会案内、及び研修会の開催挨拶の中に認知症初期集中に関する情
報提供を行う。 

⇒準備委員会発足8か月後に研修会開催 (急いで準備していく必要性) 

 OT啓発、及び多職種の参加 

⇒埼玉県、社協、訪問看護ステーション連絡協議会などへの研修会開催の
説明、及びホームページに研修案内の掲載 

⇒参加費をOT県士会員と同じとし、またOT県士会の規定より安く設定 

 日本作業療法士会パイロット事業の採択 

⇒「認知症初期集中支援に参画できる人材育成を含めた推進」の取り組み
として評価されたと認識し、研修会を進めていく後押しとなる。 

 初級コースでは200名を超え、行政を含めた多職種の方が参加 

⇒認知症支援への関心や必要性を改めて感じる 



(2)認知症専門研修初級(2015年2月) 

 埼玉県作業療法士会独自の研修内容 

⇒臨床で使えるように、また家族支援、認知症初期集中支援の地域支援を
意識 

⇒参加者が能動的に学べる仕組みやより色々なタイプ・状況の認知症を理
解するための事例検討 

 埼玉県、家族会の方に講義依頼 
⇒家族会とは若年性認知症の支援に関わりはじめ、家族の思いの理解や
地域での生活支援をより意識するきっかけとなる 

 所沢家族会の方が受講者として参加 

⇒インターネット上での活動評価、所沢家族会との連携につながる 

⇒上級コースの講師としての依頼 

 認知症対策推進委員の意識の変化 

⇒積極的に意見を言い合える委員会に変化。活動があることが委員会の活
性化につながる。 
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(3)認知症専門研修上級(2015年9月～2016年2月) 

 認知症初期集中支援・オレンジカフェ・地域ケア会議・地域整備
体制事業(介護予防を含め)・家族支援などに重点をおく 

⇒地域支援に関係する見学、オレンジカフェ・一般市民向けの公開講座と地
域での認知症支援の実践者育成を進める 

⇒ハードルの高い研修で、厳しいご指摘もあったが、技量のある受講者
の方の集まりで、地域への活動が広がった 

地域支援課題は継続性を重視 

⇒上級コースの方たちだけでは対応が困難となってき、組織化を進めるき
っかけとなる。 

(4)認知症専門研修の継続 

第2回の初級コース、上級コースを開催 

次年度の専門研修のプログラム変更 

多職種参加の強化 
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研修日程 受講要件及び定員 参加費 修了証発行要件 

初級 1日目9:00～17:00   
2日目9:30～17:10 

認知症に携わっている方、
今後携わる予定の方 
（定員200名程度） 

5,000円 
(2日間) 

2日間の受講、
及び修了試験に
て合格と判断さ
れたもの 

中級 1日目9:00～17:05 
2日目9:00～17:20 

・初級コース修了者 
・認知症専門看護師 
・認知症ケア専門士 
・認知症サポーター 
・キャラバン・メイト 
・認知症ライフパート

ナー応用検定修了者 
（定員100名程度） 

5,000円 
(2日間) 
 
※非会員
OTは7000
円 

2日間の受講及
び研修修了後に
課題を提出し合
格と判断された
もの 

上級 ・実践の基礎と計画
（2日） 
・実践研修 
（6ヶ月） 
・実践結果報告 
（1日） 

中級コース修了者 
（定員50名程度） 

8,000円
(3日間+
外部研修) 

※12P参照 

3．認知症専門研修の概要 
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身障 
51% 

発達 
0% 

老年 
28% 

精神 
13% 

地域 
6% 

大学 
2% 

第2回初級コース 

身障 
48% 

発達 
0% 

老年 
29% 

精神 
14% 

地域 
8% 

大学 
1% 

第1回中級コース 

身障 
41% 

発達 
0% 

老年 
27% 

精神 
20% 

地域 
10% 大学 

2% 

第1回上級コース 

第2回初級コース 第1回中級コース 第1回上級コース 

領域 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

身 障 42 50.6% 42 48.3% 21 41.2% 

発 達 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

老 年 23 27.7% 25 28.7% 14 27.5% 

精 神 11 13.3% 12 13.8% 10 19.6% 

地 域 5 6.0% 7 8.5% 5 9.8% 

大 学 2 2.4% 1 1.2% 1 2.0% 

合計 83 87 51 

研修に参加したＯＴの領域別統計 



第1回認知症専門研修上級コースプログラム 
Ⅰ.実践の基礎・実践計画 平成27年9月12日(土)～13日(日)２日間) 

時間 科目
時間

配分
講師

1 新オレンジプラン

2 埼玉県における認知症施策

30 1 認知症家族会(集いの会)
森本剛 先生

所沢市家族会

30 2 地域住民啓発(公開講座など)
阿久澤直樹先生　理学療法士

城南中央病院

30 3 地域ケア会議における認知症ケースの検討内容と役割など
茂木有希子先生　作業療法士

リハビリ&デイサービス ダイアリー

12:50～

13:35
地域支援実践 45 4 介護予防：65歳大学

川又寛徳先生　作業療法士

介護老人保健施設 楢葉ときわ苑

13:35～

14:35
家族支援 60 1

家族支援

(家族教育、心理的サポートなど)

菅沼 一平先生　作業療法士

大和大学講師

1 生活を支えるために必要な認知症ケアパスつくり

2 地域資源の活用と連携の実際、地域特性の読み解き方

3 対象エリアにおけるネットワーク構築方法の試行

4 地域ボランテイア人材育成と県士会活動

5 地域資源としてのオレンジカフェ・サロンの運営

6 家族の会や市民講座への活動と参加

1 オレンジカフェの運営

2 認知症集いの会

3 地域住民啓発(公開講座)

4 地域ケア会議、認知症チーム員会議への参加

5 介護予防教室(認知症予防)

6 その他

内容

10:30～

12:00
地域支援実践

篠澤竹也氏

埼玉県地域包括ケア課

苅山和生先生

 作業療法士/佛教大学

山口智晴先生

 作業療法士/群馬医療福祉大学

米谷晃先生

 さいたま市南区役所健康福祉部長

認知症支援対策推進員

苅山和生先生　作業療法士

佛教大学准教授

9:20～

10:20

埼玉県におけ

る認知症施策
60

14:45～

16:45

地域支援マ

ネージメント
120

9:20～

12:20

地域支援実践

計画演習
180



1)見学 
(1)オレンジカフェ・サロンの見学、ないしボランティア 
(2)介護予防教室の見学、ないしボランティア 
(3)認知症の集いの会への参加 
(4)認知症初期集中支援チーム員会議の見学 
(5)地域ケア会議の見学 
(6)認知症疾患医療センター見学 

2)地域支援計画演習 
(1)オレンジカフェ、サロンの企画・運営への関与(参加)、ないし認知症公開講座の企画・
運営のいずれかを行う。 

(2)検討手順 
①実施目的の検討 
②実施主体(共催)・開催場所の設定 
③実施日(期間)・内容の検討 
④必要な人員とその構成・役割の設定 
⑤啓発方法を含め開催までのスケジュールの検討 

*グループ分けはブロック、ないし市区町村単位でグループ分けをする。 
*実践結果報告は計画までとする。 
*サイボーズを利用し、ネット上で情報共有する。 

Ⅱ実践研修  平成27年10月～28年2月 



1) 実践の基礎・実践計画としてグループ・ディスカッションを通して、認知症当事
者とその家族などへの地域支援の企画を行う。 

2) 実践研修では、その企画に基づく実践(企画・運営)ないし見学を行っていただ
く。 

＊見学、ないし企画・運営への参加は最低3か所は行う。こちらで準備してい
る支援の場だけでなく、受講者が関わっているものでもよい。 

＊見学の報告は、見学日時、見学先、内容、参考になった点など、各々行う。 

3) 実践結果報告においては、①企画内容の発表、②企画に基づく運営、③見学
に基づく企画内容と実践との検討に関してグループ発表を行う。発表に向けて
の各グループでの意見交換は各グループで集まる、ないしサイボーズなどネ
ットを利用するなど各グループにその方法は委ねる。 

4) 運営に関して、公文書など必要な場合は、宛名、郵送先、企画目的・内容、実
施時期の連絡を頂き、県士会より、発行する。 

上級コース修了条件 



実践研修結果 

見学先種別 見学施設名 見学日 
参加
人数 

認知症疾患医
療センター 

 

毛呂病院 
①11/17(火) ②11/28(土) ③12/15(火) ④1/26(火) 
⑤1/28(木) 

9名 

久喜すずのき病院 2016年1月27日（水） 10名 

あさひ病院 
①11/5（木）②11/12（木）③11/17（火）④11/26（木）
⑤12/7（月）⑥12/10（木）⑦12/14（月）⑧12/21（月） 

13名 

地域ケア会
議 

和光市コミュニティ
ケア会議 

2016年1月14日,28日 15名 

三芳町ケア会議 2016年1月13日 15名 

認知症カ
フェ・サロン 

認定NPO法人 
暮らしネット・えん 

①11/18(水) ②12/16(水) ③1/20(水) ④2/17(水) 6名 

ひだまりカフェ ほ
わっと 

①10月18日②11月15日③12月6日④12月20日⑤1
月17日 ⑥2月7日 

9名 

入間介護者サロン
「かたらい」 

①10月21日（水）②11月19日（木）③12月16日（水）
④1月21日（木）⑤2月17日（水） 

6名 

家族会 

若年性のつどい 12月19日（土） 10：00～15:00 3名 

所沢家族の会 
①10月15日（木）②11月18日（水）③12月17日（木）
④1月20日（水）⑤2月18日（木） 

8名 



事業連携部 部長：古田常人 

委員長：倉元貴志 

東部 

エリア長：稲橋 

副エリア長：鈴木 

川崎 

会計：今井,市川 

広報： 

委員：12名 

西北部 

エリア長：吉田 

副エリア長：西村 

会計：八木 

広報： 

委員：11名 

西南部 

エリア長：平井 

副エリア長：久保 

会計：平井兼務 

広報： 

委員：9名 

南部 

エリア長：鈴木 

副エリア長：南雲 

会計：内山 

広報： 

委員：9名 

北部 

エリア長：深井 

副エリア長：高原 

会計：星野 

広報： 

委員：6名 

・東部エリア長：稲橋秀樹( 認知症推進委員 / 協会 / 蓮田よつば病院 ) 
・西部( 西南部エリア長 )：平井由布子( 認知症推進委員 /  協会 / 和光病院 ) 
・西部( 西北部エリア長 )：吉田朋子( 認知症推進委員会計 / あさひ病院 ) 
・南部エリア長：鈴木香織(理事 / 南部ブロック長 / 彩の国東大宮メディカルセンター ) 
・北部エリア長：深井勉(副委員長 / 西部副ブロック長 / 霞が関南病院) 

認知症対策推進委員会組織化(案) 

5. 認知症対策推進委員会の組織化について 



１．各エリアの役割 
1) 委員：情報の集約、振り分け、総合コーディネイト、研修企画、調整 
2) 各ブロック：研修の当日運営、会場確保、講座の開催、カフェの参加、参

加者の調整、行政等の窓口 

２．各エリア会議日程 
1) 委員会全体会  2回/年・・・5月、11月 
2) 委員会議（委員、リーダーサブリーダー、会計）：1回/2か月・・・偶数月 
3) ブロックエリア会議：不定期（必要時） 

３．情報の集約、ながれ 
1) 各エリアでの情報・要請、依頼等の窓口 
2) 委員長に報告、または支援体制等の相談 
3) 県士会理事、３療法士会への報告、または相談（委員長） 

４．現状下での各ブロックでの活動内容・予定 
1)東部エリア 

(1) 第3回認知症専門研修初級 8/27（土）,8/28（日）：150名定員,東部 
(2) 若年の集い（他委員も参画） 

今後の活動 



2)  西南部エリア 
(1) 朝霞市オレンジカフェ 
(2) 朝霞市公開講座 
(3) その他 

3)  西北部エリア 
(1) 所沢市家族の会 
(2) 入間市家族の会（かたらい） 
(3) 飯能市オレンジカフェ 

4)  南部エリア 
(1) 第2回認知症専門研修上級11/12（土）,11/13（日）：90名定員,南部 
(2) さいたま市公開講座 
(3) Ｃグループ関連公開講座 
(4) さいたま市、浦和区周囲での展開 
(5) 桶川市オレンジカフェ参画（予定） 

5)  北部エリア 
(1) 第3回認知症専門研修中級 10/15（土）,10/16（日）：60名定員,北部 
(2) 寄居オレンジカフェの運営 
(3) その他 



1 第２回埼玉県作業療法士会 認知症専門研修初級コースプログラム 

2 初級コース参加状況 

3 第２回埼玉県作業療法士会 認知症専門研修中級コースプログラム 

4 中級コースグループディスカッション用事例 

5 中級コース終了後の課題 

6 中級コース参加状況 

６．資料 



第2回埼玉県作業療法士会 認知症専門研修初級コースプログラム 
201511.21(土)～22(日) 

時間 科目
時間

配分
講師（敬称略）

1 リハビリテーションで使われる評価（ICF・MMSEなど）

2 リハビリテーション効果判定のための評価

1 認知症者に対する作業療法の役割、現状

2 認知症者に対する作業療法の実践報告

1 嚥下障害、口腔ケアの重要性、誤嚥性肺炎予防の

理解
2 摂食嚥下リハビリの重要性

3 介助食器や嚥下補助食品（トロミ食、高カロリー栄養

剤等）についての理解
1 老化・老年期障害について

2 脳機能、認知症の病態、病期ごとの症状

3 疫学・歴史・医学的分類

4 画像的理解

1 中核症状の理解

2 認知症の症候学と行動・心理症状の理解

3 薬物治療と副作用

4 行動・心理症状の予防と緩和

5 臨床場面での症状

6 診断基準・診断方法と原因疾患の鑑別

10：40

～
11：40

認知症作業療法の現

状と役割
60

12：30

～
14：00

認知症の治療Ⅲ 90
神作一実

文京学院大学
作業療法士

山口智晴

群馬医療福祉大学
作業療法士

60
14:10～

15:10

内容

大島久智

認知症専門医
あさひ病院院長

認知症の専門知識Ⅰ

90認知症の専門知識Ⅱ
15:20～

16:50

9:30～

10:30
認知症の評価 60



時間 科目
時間

配分
講師（敬称略）

1 認知症予防の考え方、脳活性化リハビリテーション

2 作業療法・理学療法・言語療法

3 手段としての回想法

4 手段としての音楽療法

5 手段としての活動

6 手段としてのレク

1 薬物療法の現状と課題

2 服薬アドヒアランス／コンプライアンス向上に向けた指導方法

3 副作用の知識と対応（組み合わせ並びにタイプ別）

1 日常の健康管理・疾病管理の重要性

2 急性期病院入院時および退院後の連携・支援

3 認知症トピックス

安田清

千葉労災病院
言語聴覚士

安田清

千葉労災病院
言語聴覚士

認知症の治療Ⅱ

15:20～

16:50

10:00～

12:00

90
認知症の身体合

併症

内容

認知症の治療Ⅰ 60
14:10～

15:10

120

認知症の治療Ⅱ
13:00～

14:00

朝田隆

筑波大学
精神神経科　教授

60



初級コース参加状況 

職種 第1回 第2回 

会場 
西部ブロック 

(国立障害者リハビリ
テーションセンター) 

北部ブロック 
(埼玉医科大学国際
医療センター) 

参加人数 232名 88名 

内訳 

作業療法士 211名 79名 

理学療法士  4名 2名 

言語聴覚士  2名 

看護師 1名 1名 

保健師  1名 

介護支援専門員  6名 

社会福祉士 2名 3名 

その他  11名 

＊複数ライセンス記載あり 
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第2回埼玉県作業療法士会 認知症専門研修中級コースプログラム 
2015.2.28(土)～3.1(日) 

時間 科目
時間

配分
講師（敬称略）

9:15～

9:45
認知症施策 30 1 埼玉県の認知症施策について

篠澤 竹也 氏

　埼玉県 福祉部地域包括ケア課/ 認知症・虐待防止担
当1 介護心理、介護家族の思いや負担の理解

2 早期受診支援方法

3 家族支援の実際、取り組み

4 ケアの難しい人の受け皿づくり（特に前頭側頭型認知

症）
5 家族、周囲の方の心理・行動の理解

6 終末期ケアにおける倫理的課題と意思決定

7 終末期ケアにおける介護家族へのサポート

1 認知症の人の環境の意味と捉え方、環境調整

2 家屋構造の調整、福祉機器、環境支援機器の知識

1
認知症の診断と経過に応じたコミュニケーション能力の

アセスメント

2 認知症の人のコミュニケーション能力を高める支援

3 認知症の特性を踏まえたコミュニケーションスキル

14:35

～
15:25

生活支援の専

門知識Ⅳ(支援
トピックス1)

50 2 認知症への生活行為向上を踏まえた支援の実践
石井利幸 先生

介護老人保健施設ひもろぎの園/作業療法士

1
認知症状とパーソンセンターケア・センター方式アセスメ

ント

2 行動・心理症状への対応

3 残存機能の考え方と、活かし方

前原果奈 先生

国立障害者リハビリ福祉機器開発部研究生/信州大学
大学院博士課程の研究生/作業療法士

稲橋秀樹先生

蓮田よつば病院/作業療法士

植田恵 先生

帝京平成大学/言語聴覚士

75
家族機能の理

解と支援

9:55～

11:10

宮田敏行　先生

（公・社）認知症の人と家族の会/埼玉県支部　副代表

15:35

～
17:05

認知症の対応 90

13:10

～
14:25

コミュニケーショ

ン技術
75

11:20

～
12:20

生活支援の専

門知識Ⅱ(環
境)

60

内容



時間 科目
時間

配分
講師（敬称略）

1
リハビリテーションにおける対人交流への援

助

2
リハビリテーションにおける食事（摂食・嚥下

ケア）への介入

3 リハビリテーションにおける排泄への援助

4
リハビリテーションにおける清潔・整容への

援助

5 認知症ケアプラン

1
アルツハイマー型認知症への作業療法の

実践

2 脳血管性認知症への作業療法の実践

3 レビー小体型認知症への作業療法の実践

4 前頭側頭型認知症への作業療法の実践

14:10

～
14:50

生活支援の専門知識

Ⅳ(支援トピックス2)
40 3 認知症初期集中支援における実践

山口智晴先生

群馬医療福祉大学
作業療法士

15:00

～
17:10

生活支援の専門知識

Ⅴ(事例検討)
120 1 認知症支援計画

山口智晴先生、守口恭子先生、

浅野有子先生

40

生活支援の専門知識

Ⅲ(原因別支援)
80

浅野有子先生

介護老人施設涼風苑/作業療法士/
茨城県ケアマネージャー協会副会長

生活支援の専門知識

Ⅰ(ADL別支援)
120

守口　恭子先生

健康科学大学　教授/
専門作業療法士(認知症)

内容

9:00

～
11:00

11:10

～
12:30

13:20

～
14:00

生活支援の専門知識

Ⅲ(原因別支援)



1. ブース,及びグループ(3ブース:6名～8名の5グループ) 
ブース1(C303)：浅野先生，稲橋先生，(深井) 
ブース2(C302)：守口先生，平井先生, (池田) 
ブース3(C403)：山口先生，倉元先生，(吉田) 

2. 検討内容 

1)共通事例(事例A) 
(1)認知症初期集中支援チームとしての支援目的 
(2)初回訪問の導入と必要な評価 
(3)隣人に対しての対応 

2)各グループ事例(事例B～F) 
(1)現状の問題点の明確化 
(2)支援の基本方針 
(3)基本方針に対する具体的支援とその体制 

＊各事例には主たる検討テーマを設定しています。そのテーマを踏まえ、1)
～3)に関して検討を進めてください。 

グループディスカッションの検討内容・進め方 



3. 進行スケジュール 

15:00 ～ 講師,チューターの紹介 
* グループ分け、グループワーク・スケジュール,及び検討内容の
説明は初日に行う。 

* 事前に事例について確認してきてもらう。 

15:05 ～ グループワーク 
～ 15:45  1事例目 
～ 16:15  2事例目 

* 各グループでA4サイズの用紙にまとめて記載,提出。提出され
た資料は,すぐにスキャンし,PDF化する。そのPDF化された資料
を基に発表を行う。 

* 1事例目はまとめの提出まで必ず行う。2事例目は、可能であれ
ば提出,難しい場合はディスカッションのみ。 

16:15 ～ 発表 
* 2事例中1事例(こちらで指定)を発表。 
* 1グループ質疑,及び講師のコメントを含め4分 

16:55 ～ 各講師から,まとめのコメント 



グループディスカッション用共通事例(認知症初期集中支援) 
検討テーマ：「初期集中支援チーム員として支援内容・進め方をどうするか？」 

【経緯】 
○80歳代女性、夫と2人暮らし。医療・介護サービスは受けていない。 
○隣人より、前居住者の跡地に新築し転入てきたが、本人が前居者と親しくしていたことも
あってか敷地内に入ってきて網戸越しに室内を覗く。また簡単なチェーンをかけておいて
も壊してしまう。子供が庭で遊んでいると庭に入ってきて声をかけたり、近所の方の話を
聞くと老人会で参加した時に出たものを先に食べてしまい自分のものがないと騒ぐなど
聞き、認知症がありデイサービスにつなげた方が良いのではとの連絡あり。 

【隣人が困っていること】 
○玄関のカギ穴に物をつめて壊し、鍵を取り換えたり、郵便物を持っていく。 
○隣人の境の塀の上の目隠しに人工の葉を巻き付けているが切ってしまい、他の部分を付
け直すと更に切ってしまう。またゴミを置いていったりすることもあり、一度警察に注意を
してもらったとのこと。 

○これから先夫婦2人暮らしは難しく、火事も心配。娘に連絡して対応を考えてほしい。それ
が無理なら行政で何とかしてほしい。 

【本人の様子】 
○話し好きで近所には本人から話しかけていく。夕方になると近くの介護福祉施設に「コロッ
ケ、キャベツを下さい」とスーパーと勘違いしているとの情報あり。家にはお金がないか
ら、これ以上お金がかかることは出来ない。体も悪いところはないと話をしている。 

【夫より】 
○夫は2人で生活しているので介護保険は必要がない。妻は認知症だからとは言うが・・・医
師を受信する必要はない。近所が困っているとことを伝える隣家が悪い。夫婦ともに話を
聞いてもらえない印象。 



グループディスカッション用事例（アルツハイマー型認知症／認知症専門病院) 
検討テーマ：「不安感を軽減し安心した療養生活を支援する」 

【基本情報】 
○80歳代前半 女性（夫は施設入所中、長男、長女） 

【医学的情報】 
○診断名：アルツハイマー型認知症 
○認知機能検査：HDS-R 不可 
○薬物療法：セロクエル（抗精神病薬）、アモバン（睡眠薬） 
○ADL：声掛け～軽介助。独歩。 

【生活歴】 
○専業主婦。趣味は洋裁で子供や近所の人に作ってあげていた。 面倒見が良い性格。 
○5年前、夫が脳梗塞発症。自宅で夫を介護しながら2人で生活していた。 
○2年前より物忘れ出現。夫の介護量も増加したため、2人で施設に入所したが、認知症状
が急激に進行し、施設内で徘徊・不穏行動出現。施設対応困難にて当院入院 

○入院後も不安感強く、常に動いて回っている状態。娘を探して他患者を追いかけたり、自
分の財布と思い込み他患者の靴を持っていく等の行動ありトラブルに発展。 

○落ち着いて食事ができず対応に困っている。 
○OT活動（人が集まるところ）は好きな様子 



中級コース終了後の課題について 

本研修の共通事例、ないしグループ事例の中から1事例を選び、
それぞれの検討課題をについて、A4サイズ１枚(ワード)にまとめ、
下記メールアドレスにお送りください。 

認知症専門研修推進委員、及び事例検討講師により、提出課題
を確認した上、修了書を発送させていただきたいと存じます。 

この手続きで、研修会修了者の質の確認をすることが、第三者か
らみて、研修会の信頼性の向上につながるものと期待し、実施いた
します。大変な労力ではございますが、ご理解の程、何卒よろしくお
願いいたします。 

尚、提出課題を整理し、受講者の皆さまへお送りいたします。 

提出期限：3月25日(金) 
提出アドレス：ninsaitama@gmail.com 



中級コース参加状況 

職種 第1回 第2回 

会場 
西部ブロック 

(文京学院大学) 
西部ブロック 

(文京学院大学) 

参加人数 146名 90名 

内訳 

作業療法士 140名  83名 

理学療法士  1名  2名 

言語聴覚士  2名 

看護師 1名 

保健師  2名 

介護支援専門員  1名  2名 

社会福祉士 1名 2名 

その他  2名  1名 

＊複数ライセンス記載あり 


